
清流猪名川を

取り戻そう町民

運動の一環とし

て、皆さんの協

力のもと取り組

んだ「ホタル生

息調査」の結果報告会を開催します。

今回の調査で新しい発見がたくさんあり

ました。この機会にホタルの生息状況を知

っていただき、これからの猪名川の環境改

善のためにも、ぜひご参加ください。

�と　き １月27日（土）午前10時～正午

�ところ　生涯学習センター

�内　容 人と自然の博物館研究員による

講演など

�参加費 無料（申込不要）

問い合わせは、企画政策課（�766－8711）

に
ご
注
意
を
！

ア
ラ
イ
グ
マ

本
町
で
は
、
平
成
16
年
頃
か

ら
野
生
化
し
た
ア
ラ
イ
グ
マ
の

生
息
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

近
年
、
生
息
頭
数
が
著
し
く
増

加
し
て
お
り
、
特
に
農
作
物
へ

の
被
害
が
多
数
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。
ア
ラ
イ
グ
マ
は
、
気
性

が
荒
い
う
え
、
繁
殖
力
が
強
く
、

山
間
部
か
ら
市
街
地
ま
で
多
様

な
環
境
に
適
応
し
、
天
敵
が
い

な
い
こ
と
か
ら
生
息
地
を
拡
大

し
て
お
り
、
在
来
の
生
態
系
へ

の
被
害
も
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
町
で
は
「
町
ア
ラ

イ
グ
マ
防
除
実
施
計
画
」
の
策

定
を
行
い
、
猟
友
会
の
協
力
の

も
と
「
箱
わ
な
」
に
よ
る
捕
獲

を
行
っ
て
い
ま
す
。
捕
獲
を
要

望
さ
れ
る
場
合
は
、
地
区
の
農

会
長
ま
た
は
自
治
会
長
を
通
じ

て
農
林
商
工
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

【
お
願
い
】

ア
ラ
イ
グ
マ
を
ペ
ッ
ト
と
し

て
飼
っ
て
い
る
人
は
、
絶
対
に

野
山
に
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
見
か
け
た
人
は
か
わ
い

い
か
ら
と
い
っ
て
エ
サ
な
ど
を

与
え
な
い
で
く
だ
さ
い
。

農
作
物
の
未
収
穫
物
、
落
果

実
な
ど
を
農
地
に
放
置
し
た
り
、

犬
や
猫
な
ど
の
残
り
の
餌
を
放

置
す
る
と
、
ア
ラ
イ
グ
マ
を
引

き
寄
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
人
家
の
屋
根
裏
な
ど
に

侵
入
で
き
な
い
よ
う
、
換
気
口

や
隙
間
を
金
網
な
ど
で
ふ
さ
い

で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
、
農
林
商
工

課
（
�
７
６
６
・
８
７
０
９
）

安全・安心のまちづくり

＜２＞広 　 報　 い 　な 　 が 　わ 平成１９年( 2 0 0 7年)１月１５日＜３＞

▲捕獲された
アライグマ

川
西
市
・
猪
名
川
町
の
消
防
通
信
指
令
シ
ス
テ
ム
の

共
同
運
用
を
10
月
１
日
か
ら
開
始
！

消
防
通
信
指
令
業
務
は
、
１
１

９
番
の
受
信
か
ら
出
動
指
令
、
部

隊
運
用
管
理
ま
で
の
消
防
活
動
の

中
枢
に
あ
た
る
も
の
で
、
住
民
の

生
命
、
身
体
、
財
産
を
守
る
消
防

活
動
に
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
す
。

現
在
、
町
消
防
本
部
に
設
置
さ

れ
て
い
る
消
防
通
信
指
令
シ
ス
テ

ム
は
、
平
成
４
年
10
月
に
設
置
し

た
も
の
で
、
14
年
を
経
過
し
老
朽

化
が
著
し
く
、
更
新
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
財
政
状

況
の
厳
し
い
中
、
国
か
ら
消
防
・

救
急
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
移

行
を
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
状
況

で
す
。

消
防
・
救
急
無
線
の
デ
ジ
タ
ル

化
に
対
応
す
る
た
め
、
本
町
と
隣

接
応
援
な
ど
日
常
的
に
密
接
な
つ

な
が
り
が
あ
る
川
西
市
消
防
本
部

に
、
消
防
通
信
の
共
同
運
用
を
提

案
し
、
研
究
・
検
討
を
重
ね
た
結

果
、
両
市
町
の
費
用
の
削
減
な
ら

び
に
消
防
力
の
強
化
、
住
民
の
安

全
・
安
心
に
今
以
上
に
役
立
つ
も

の
と
判
断
し
、
本
年
10
月
１
日
か

ら
運
用
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

施
設
・
設
備
に
つ
い
て
は
、
川

西
市
消
防
本
部
庁
舎
に
設
置
さ
れ

て
い
る
消
防
通
信
指
令
シ
ス
テ
ム

を
、
共
同
運
用
で
き
る
よ
う
必
要

最
小
限
の
整
備
を
し
ま
す
。

町
消
防
本
部
の
指
令
室
で
行
っ

て
い
た
１
１
９
番
通
報
の
受
信
、

災
害
へ
の
出
動
指
令
、
無
線
交
信

お
よ
び
情
報
伝
達
の
業
務
を
、
川

西
市
消
防
本
部
内
の
消
防
指
令
セ

ン
タ
ー
で
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

住
民
の
皆
さ
ん
が
行
う
１
１
９

番
通
報
の
方
法
に
変
更
は
あ
り
ま

せ
ん
。

①
大
規
模
火
災
や
集
団
救
急
な
ど
、

町
の
消
防
本
部
だ
け
で
は
対
応
で

き
な
い
よ
う
な
災
害
に
お
い
て
、

今
ま
で
よ
り
も
早
く
川
西
市
か
ら

応
援
隊
が
出
動
し
、
現
場
活
動
が

で
き
ま
す
。

②
既
存
の
シ
ス
テ
ム
で
は
な
か
っ

た
「
発
信
地
表
示
シ
ス
テ
ム
（
通

報
し
た
場
所
が
表
示
さ
れ
る
機

能
）
」
が
使
用
で
き
る
こ
と
か
ら
、

瞬
時
に
発
生
場
所
が
特
定
で
き
、

早
い
段
階
で
の
出
動
指
令
が
可
能

と
な
り
、
災
害
現
場
へ
の
到
着
時

間
が
短
縮
さ
れ
ま
す
。

③
町
だ
け
で
消
防
通
信
指
令
シ
ス

テ
ム
の
更
新
や
新
た
に
発
信
地
表

示
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
よ
う
と
す

る
と
多
額
の
経
費
が
必
要
と
な
り

ま
す
が
、
川
西
市
と
共
同
運
用
す

る
こ
と
で
経
費
が
削
減
で
き
ま
す
。

④
通
信
指
令
業
務
の
共
同
運
用
を

通
じ
て
、
両
市
町
の
消
防
職
員
間

で
交
流
が
図
れ
る
こ
と
か
ら
、
職

員
の
能
力
や
職
務
意
欲
の
向
上
が

期
待
で
き
ま
す
。

⑤
川
西
警
察
署
と
通
信
指
令
業
務

の
管
轄
範
囲
が
同
じ
エ
リ
ア
と
な

る
こ
と
か
ら
、
消
防
・
警
察
間
の

業
務
協
力
が
よ
り
推
進
さ
れ
ま
す
。

共
同
運
用
へ
の
提
案

共
同
運
用
で
変
わ
る
と
こ
ろ

共
同
運
用
の
効
果

Ｑ：1 1 9番のかけ方が変

わるのですか？

Ａ：変わりません。今ま

でと同じく、加入電話や

携帯電話で1 1 9番にかけ

てください。

Ｑ：猪名川町からの1 1 9

番を受信する場所はどこ

ですか？

Ａ：1 0月１日の共同運用

実施後は、川西市消防本

部（川西市火打１丁目1 2

番1 1号）内の消防指令セ

ンターが1 1 9番などの緊

急通報の受信場所になり

ます。

Ｑ：1 1 9番を受けてから

消防車や救急車が出動す

るまでの時間は長くなり

ませんか？

Ａ：今までになかった

「発信地表示システム

（通報した場所が表示さ

れる機能）」が使用でき、

早い段階で災害発生場所

が確認できるので、今ま

で以上に早い出動が可能

になります。

Ｑ：消防車や救急車が出

動する場所は変わるので

すか？

Ａ：変わりません。今ま

でと同じく、紫合の消防

署と鎌倉の北出張所から

出動します。

Ｑ：猪名川町の消防指令

センターの職員はどうな

るのですか？

Ａ：川西市の消防指令セ

ンターに町の消防職員を

派遣し、合同で消防通信

指令の業務を行います。

Ｑ：届け出や申し込みな

どの受け付け場所は変わ

りますか？

Ａ：変わりません。消防

通信指令業務以外は、今

までどおり、町消防本部

で行います。

Ｑ：消防本部の代表電話

番号は変わりますか？

Ａ：変わりません。今ま

でどおり7 6 6－0 1 1 9番で

す。

消防通信指令システム共同運用のＱ＆Ａ

平
成
18
年
中
の
町
の
火
災
・
救
急
概
要

日
夜
、
町
の
安
全
・
安
心
を
確
保
し
て
い
る
消
防
本
部
の
消

防
通
信
指
令
業
務
や
町
の
火
災
・
救
急
概
要
、
平
成
18
年
６
月

か
ら
す
べ
て
の
新
築
住
宅
に
義
務
付
け
ら
れ
た
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

防
災
は
、
地
域
住
民
の
協
力
な
し
で
は
実
現
し
ま
せ
ん
。
常

に
防
災
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

町
内
で
発
生
し
た
火
災
と
救
急

出
動
件
数
の
動
向
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

火
災平

成
18
年
中
の
火
災
件
数
は
14

件
で
、
前
年
と
比
較
す
る
と
５
件

減
少
し
て
い
ま
す
が
、
過
去
５
年

間
で
３
番
目
に
多
い
件
数
と
な
っ

て
い
ま
す
。

火
災
種
別
で
は
、
建
物
火
災
が

４
件
（
前
年
９
件
）
と
昨
年
よ
り

５
件
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

林
野
火
災
が
２
件
（
前
年
１
件
）
、

車
両
火
災
が
２
件
（
前
年
１
件
）
、

そ
の
他
火
災
が
６
件
（
前
年
７
件
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

火
災
の
原
因
は
、
放
火
・
放
火

の
疑
い
が
５
件
と
昨
年
同
様
一
番

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
た

き
火
・
た
ば
こ
・
ガ
ス
コ
ン
ロ
な

ど
が
出
火
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

救
急平

成
18
年
中
の
救
急
件
数
は

１
１
３
９
件
で
、
昨
年
よ
り
54
件

減
少
し
て
お
り
、
平
成
13
年
以
来

の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
種
別
で
見
る
と
、
急
病

が
６
４
３
件
（
前
年
６
６
６
件
）
、

交
通
事
故
が
１
４
９
件
（
前
年
１

３
９
件
）、
一
般
負
傷
が
２
１
３
件

（
前
年
２
４
７
件
）
、
そ
の
他
が
１

３
４
件
（
前
年
１
４
１
件
）
と
な

っ
て
い
ま
す
。
特
に
交
通
事
故
で

の
救
急
出
動
は
、
過
去
５
年
間
で

一
番
多
い
件
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

火災種別 H18 H17 比較

建物火災

林野火災

車両火災

船舶火災

その他火災

合計

４件

２件

２件

０件

６件

14件

９件

１件

１件

１件

７件

19件

△５件

１件

１件

△１件

△１件

△５件

火災発生状況

種　　別 H18 H17 比較

急　　病

交通事故

一般負傷

その他

合計

643件

149件

213件

134件

1,139件

666件

139件

247件

141件

1,193件

△23件

10件

△34件

△7件

△54件

救急出動状況

次
の
と
お
り
各
小
学
校
区
の
防

災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、

地
域
の
皆
さ
ん
は
ぜ
ひ
参
加
し
ま

し
ょ
う
。

阿
古
谷
小
学
校
区

▽
と
き

１
月
17
日
（
水
）
午
後

２
時
30
分
〜
（
雨
天
決
行
）

▽
と
こ
ろ

阿
古
谷
小
学
校
体
育

館▽
内
容

防
災
に
関
す
る
ビ
デ
オ

の
視
聴
・
備
蓄
食
料
の
配
食
な
ど

つ
つ
じ
が
丘
小
学
校
区

▽
と
き

１
月
20
日
（
土
）
午
前

10
時
45
分
〜

▽
と
こ
ろ

つ
つ
じ
が
丘
小
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド

▽
内
容

煙
体
験
ハ
ウ
ス
・
初
期

消
火
訓
練
・
放
水
訓
練
・
救
出
救

助
訓
練
・
炊
き
出
し
訓
練
な
ど

※
雨
天
は
内
容
を
変
更
し
て
実
施

楊
津
小
学
校
区

▽
と
き

１
月
25
日
（
木
）

午
後
２
時
30
分
〜

▽
と
こ
ろ

楊
津
小
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド

▽
内
容

煙
体
験
ハ
ウ
ス
・
初
期

消
火
訓
練
・
備
蓄
食
料
の
配
食
な

ど
　
※
雨
天
は
内
容
を
変
更
し
て

実
施

問合せ
消
防
本
部

（
�
７
６
６
・
０
１
１
９
）

住宅に火災警報器を設置しましょう！

我が家のムードメーカ

ー寛ちゃん。そのニコニ

コ笑顔を絶やさず、元気

いっぱい育ってね。

父　光信・母　美幸さん

矢野
やの

寛大
かんた

くん
1歳4カ月（つつじが丘）

吉岡
よしおか

哲志
てつし

くん
1歳2カ月（伏見台）

いつも笑顔で家中を走

りまわって、お兄ちゃん

と遊んでいます。元気い

っぱい大きく育ってね。

父　博・母　育子さん

ら く ら く エ ア ロ ビ ク ス 教 室

�と　き　２月１日（木）～３月８日（木）（毎

週木曜日、全６回）午前10時15分～

同11時15分

�ところ 町Ｂ＆Ｇ海洋センター（多目的室）

�対　象 町内在住・在勤の男女（子どもづれ

の参加はできません）

�参加費 1,500円（保険料など）

�持ち物 運動のできる服装・底が厚めのシュ

ーズ・タオル・飲み物など

�募集人数 25人（多数抽選）

�申込期間 １月16日～同23日

�申込方法 町スポーツセンター・町Ｂ＆Ｇ海

洋センター・文化体育館・中央公民館・日生・

六瀬住民センター・生涯学習課に備え付けの申

込用紙に記入のうえ、各窓口へ提出するか、町

スポーツセンターまでＦＡＸし電話確認のこと。

問い合わせは、体育協会事務局（町スポーツ

センター内�768－2277・ＦＡＸ768－0269）へ。

教室

こあら教室１

こあら教室２

かめさん教室１

かめさん教室２

１月29日

２月５日

２月26日

３月５日

２月26日

３月５日

３月７日

３月14日

とき 内容

ネット活用で入
園グッズつくり

（託児あり）

ウィンドウズ入

門・はじめての

デジカメ

☆定　員 各教室６人（多数抽選）

☆対　象 ２日とも出席できる人

☆ところ 木津総合会館

☆受講料 無料（教材費は実費）

申込み・問い合わせは、１月1 9日までに木津総合会

館（�768－0217）へ。

平成1 8年6月1日からすべ

ての新築住宅に住宅用火災

警報器の設置が義務付けら

れました。また、既存の一

般住宅・共同住宅（自動火

災報知設備の設置されてい

ないマンション・アパート

など）は、平成2 3年6月1日

までに設置しなければなり

ません。

＝設置が義務付けられた理

由は＝

近年、住宅火災による死

者が急増し、平成 1 7年には

全国で 1 , 2 2 3人が亡くなりま

した。

そこで、住宅に警報器を

設置して火災を早期に発見

し、逃げ遅れによる死者の

発生を防止することになり

ました。

＝住宅用火災警報器とは＝

火災によって発生する煙

や熱を感知して音や音声を

発するもので、「煙式」と

「熱式」があります。また、

電源は「電池式」と「家庭

用電源式」がありますが、

既存住宅に設置するものは、

ほとんどが「電池式」です。

なお、電池式タイプの価

格は機能や製造メーカーに

よって異なりますが、一般

的な販売価格は次のとおり

です。

【価格の目安】

�乾電池式で音だけのもの

は4 , 0 0 0円程度　�長寿命電

池式で音だけのものは6 , 0 0 0

円程度　 �長寿命電池式で

音声機能付は9,000円程度

＝住宅のどこに取り付ける

の？＝

一 般 的 に は 「 寝 室 」 や

「寝室がある階の階段（避難

階を除く）」などに設置しな

ければなりません。なお、

台所は設置義務はありませ

んが、頻繁に火を使う場所

ですから、できるだけ設置

するようにしてください。

＝取り付け方法は＝

住宅用火災警報器は、天

井または壁に取り付けます。

家庭用電源式のものは販

売業者が設置する場合が多

いようですが、電池式のも

のはネジ止め方式が多く、

簡単に設置することができ

ます。なお、寝室や階段に

は「煙式」台所には「熱式」

を設置してください。

＝購入するときに注意する

ことは＝

�設置する場所に適したも

のを購入　�鑑定ＮＳマー

クを確認　�ホームセンタ

ー、消防設備点検・販売業

者、ガス事業者などが販売

している　�消防署や役場

が販売やあっせんをするこ

とはありません

＝不適正な訪問販売に気を

つけましょう！＝

悪徳訪問販売などが横行

していますので、次のこと

に注意しましょう。また、

被害にあった場合は、消費

生活相談（�7 6 6－1 1 1 0）に

相談しましょう。

�消防署や役場の職員を装

う　 �高齢者や女性をねら

う　 �一人でいるときをね

らう　�法律で決まったと

言 っ て 義 務 化 を 強 調 す る

�罰則があると言っておど

す　 �特別価格だと言って

１個１万円以上を請求する

�取り付け費用も必要だと

言って法外な金額を請求す

る　 �勝手に住宅内に入り

警報器を取り付ける　 �即

決・即金を求める

【だまされないために！】

�はっきりと断る　 �しつ

こいときは家族・知人に電

話をして相談する　�おど

された場

合は近所

に助けを

求 め る

�絶対に

お金を支

払わない
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